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NPO・市民活動図書目録1995-2014

定価（本体16,500円＋税）　ISBN978-4-8169-2507-8　　　　　　　　　　
冊

この20年間、市民活動に関して
どんなテーマでどんな図書が

刊行されてきたかを一冊に集約！

●1995～2014年に刊行されたNPO・NGO・ボランティ
アなど市民活動に関する図書14,608冊を、分類体
系に基づき収録した初の目録です。

●一般流通図書に加え、NPO研究情報センターが
所蔵する非流通の調査・活動報告書なども収録。
各図書には書誌事項および内容紹介を記載してい
ます。

●「著編者名索引」「事項名索引」付き。

● 民間非営利セクターや企業による市民活動に関する1.5万冊を網羅 ●

大阪大学大学院国際公共政策研究科 NPO研究情報センター 編
A5・1,160頁　定価（本体16,500円＋税）　ISBN978-4-8169-2507-8　2014年11月刊行

NPO・市民活動図書目録
1995-2014

【収録項目例】
NPO基礎概念・基礎理念：市民社会／社会的排除・包摂／アドボカシー
寄付とボランティア：寄付／ボランティア／義援金
NPO制度・政策：公益法人／認定NPO法人／寄付税制／生活協同組合
NPOとの協働：NPO条例／企業とNPO／企業の社会的責任（CSR）
NPOマネジメント：ガバナンス／マーケティング／資金調達／NPO評価
学術・文化・教育：教育機関／アートNPO／宗教団体・宗教法人
福祉・介護・医療：社会福祉法人／福祉ボランティア／セルフヘルプ
まちづくり・災害・環境：ナショナルトラスト／災害復興と市民活動
国際協力：人権／平和／フェアトレード／難民とNPO／BOPビジネス…

編者紹介

大阪大学大学院国際公共政策研究科 NPO研究情報センター
大阪大学大学院国際公共政策研究科では、NPO、NGO、ボランティア
など民間非営利セクターの活動に関する研究と大学院レベルの教育を行っ
てきたが、その研究・教育体制の一層の充実を図るため、2002年4月に
NPO研究情報センターを創設した。民間非営利セクターの研究・教育に
おける日本の中心的存在であり、アジア・太平洋地域の研究・教育ハブの
役割も果たしている。創設以来、書籍・報告書及び統計の収集・整理をす
すめ、NPOライブラリーとして公開。刊行物に『NPO白書』（2004-）『世
界の市民社会』（2006-）「NPO・NGO事典」（2012）他。

内容見本NPO基礎概念・基礎理念
NPO・NGO
◇NPOが動くとやまが動く―市民社会これからのこと　とやま

NPO研究会編　富山　桂書房　2012.11　498p　21cm　3000円
　I　978-4-905345-34-3　N　335.89
 内容　第1章 NPOが動くとやまが動く　第2章 とやまNPOの現在（自

然と地域の共生成長への多様な支援―子ども・教育・女性・人権地
域で支えあい、共に生きるスポーツで地域をつなぐまちづくりへ
の市民参加冨山と世界をつなぐ市民活動）　第3章 とやまから始ま
る新しい市民社会のカタチ（市民社会とは何か新しい公共と協働
中山間地の地域再生深化する社会貢献）　第4章 とやまのNPO課
題と展望（NPOの課題を探るNPOの可能性執筆者座談会による
NPOのこれから）

寄付とボランティア
寄付
◇日米の寄附市場とNPO―NPOのアカウンタビリティモデルの事

例を通じた日米比較プロジェクト　松原明, 轟木洋子著　シー
ズ＝市民活動を支える制度をつくる会　2003.5　175p　30cm
 内容　第1部 日米の寄附市場とNPO（はじめに　米国の寄附市場と

NPOの行動　日本には「寄附文化」がないのか？　なぜ日本の
NPOは寄附を集めなくなったのか　日本の寄附市場はどのように


